
【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

幸喜 祐心、庵原 篤人 

 

2024年6月20日（木）、那覇市・やっぱりステーキで、幸喜 祐心 選手と庵原 篤人 選手が、やっ

ぱりステーキ感謝の訪問のクラブ運営サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：営業部、強化部 

 

・活動内容、目的 

パートナーであるやっぱりステーキ様に日頃のお礼と挨拶にお伺いしました。 

 

◎選手のコメント 

幸喜 祐心 選手 

初めてスポンサーさんに挨拶に行きましたがとても琉球のために考えていてくれたし、スポンサー

さん側からの意見もたくさん聞けたので、スポンサーさんに感謝してもっとチームの勝利に貢献し

ていきたいと思いました。 

ゴールを決めた時なども、カメラにスポンサー様の広告が映るようわざと通ったりスポンサー様の

ためになるような行動も意識していけたらいいなと思います！ 

 

庵原 篤人 選手 

スポンサー様であるやっぱりステーキの社長の義元様に挨拶に行きました。そこで今後の抱負や

目標などを話しました。 

FC 琉球はたくさんのスポンサー様にサポートして頂いていることは知っていたけど直接関わる機

会はあまり無かったので今回やっぱりステーキの社長の義元様に直接ご挨拶しに行くことで改め

て感謝の気持ちやスポンサーをして良かったと思って頂けるような活動や結果を出さないといけな

いと強く思いました。 

 

写真提供／FC 琉球 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

幸喜 祐心 

 

2024 年 7 月 21 日（日）、沖縄県沖縄市・タピスタで、幸喜 祐心 選手が、トークショーのクラブ運営

サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：マーケティング部、運営部 

 

・活動内容、目的 

ホームゲームで行われたトークショーへの参加。 

お笑い芸人のテンション東江さんなどのリードも頼りながら、ファンとの交流や認知度拡大を図っ

た。 

 

◎選手のコメント 

幸喜 祐心 選手 

たくさんの方達が見ていて、自分の発言に対して拍手や、がんばれ〜などの声掛けもしてくれた

のでもっともっと頑張らないといけないなと思いました。 

チームが強くなって、勝利が増えていけばファンも増えるし、楽しめると思うので、チームみんなで

助け合いながら頑張っていきます！ 

 

写真提供／FC 琉球 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

庵原 篤人 

 

2024 年 7 月 21 日（日）、沖縄県沖縄市・タピスタで、庵原 篤人 選手が、トークショーのクラブ運営

サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：マーケティング部、運営部 

 

・活動内容、目的 

ホームゲームで行われたトークショーへの参加。 

お笑い芸人のテンション東江さんなどのリードも頼りながら、ファンとの交流や認知度拡 

大を図った。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

今まで人前でステージに立つという経験があまり無かったので少し緊張しましたが MC の方々の

助けもあり上手く受け答えすることが出来ました。もう少しはっきり大きな声で話すことが出来たら

良かったと少し反省しています。終盤には子供達とじゃんけん大会をして勝利した子供にプレゼン

トを渡したりとファンの方々との距離が縮まり良い経験になりました。 

 

写真提供／FC 琉球 

 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

庵原 篤人、幸喜 祐心 

 

2024 年 7 月 27 日（日）、沖縄県沖縄市・タピスタで、庵原 篤人 選手と幸喜 祐心 選手が、サイン

会のクラブ運営サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：マーケティング部、運営部 

 

・活動内容、目的 

ホームゲームで行われたサイン会へのサポート。 

サイン会ブースにて、サインをしながらトークなどファンと触れ合った。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

始まる前は自分のサイン会に来る人なんていないのではないかと思っていまし 

たが、始まってみるとたくさんのファン、サポーターの皆様が来てくださり 

とても嬉しかったです。また、直接感謝を伝えることができて良かったと思い 

ます。応援してくれる方々のためにも頑張ろうという気持ちになりました 

 

幸喜 祐心 選手 

まず、たくさんの方たちに並んでいただいてとても感謝しています。数名しか来ないと思っていた

のに予想以上の人たちが並んでいたので正直とても嬉しかったです。 

サイン目的で試合に足を運んでくれる方もいましたので、こうゆう活動をとても大切にしてもっとた

くさんの人に足を運んでもらいたいです。 

 

写真提供／FC 琉球 

 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

庵原 篤人、幸喜 祐心 

 

2024 年 8 月 9 日（金）、八重瀬町スポーツ観光交流施設(FC 琉球クラブハウス)で、庵原 篤人 選

手と幸喜 祐心 選手が、ドライブトークのクラブ運営サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：マーケティング部、広報 

 

・活動内容、目的 

車内でのリラックスした状態でのチームメイト同士でのトーク番組出演。 

雑談含め素顔を知ってもらい、親近感を持ってもらう事が目的。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

進行してくれる人がいない中、上手くトークできるか少し不安でしたが楽しくトークすることが出来

ました。チームメイトの知られざる一面だったりを知ることができて面白かったです。話すのは苦手

でしたがこれをきっかけに慣れることができました 

 

幸喜 祐心 選手 

初めての YouTube 撮影でしたのでとても緊張しました。 

庵原選手とチーム内の雰囲気や、意外な一面のある選手についてなど、様々なお話ができたの

でとても良かったです。 

それをファン、サポーターの方たちにもチームの裏側を動画を通して知ってもらうことができるので

とてもいい企画だと思いました 

 

写真提供／FC 琉球 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 クラブ運営サポート活動レポート 

庵原 篤人、吉本 武 

 

2024 年 10 月 26 日（土）と、11 月 10 日（日）、沖縄県沖縄市・タピスタで、庵原 篤人 選手と吉本 

武 選手が、グッズ販売のクラブ運営サポート活動を行いました。 

 

・関連部署：マーケティング部、運営部 

 

・活動内容、目的 

ホームゲームで行われたグッズ販売へのサポート。 

グッズブースにて、グッズの PR をしながらお客様と触れ合った。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

実際にグッズ売り場に行くと自分が思ったよりもたくさんの商品が売られていてとても賑わってい

ました。値段も安くないにも関わらず買ってくれるお客さんが沢山いて、感謝しなければいけないし、

普段グッズを売ってくださっているスタッフの皆様にも感謝しなければいけないと感じました。 

 

吉本 武 選手 

やはり、ファンの人に支えられてプレーできているなと改めて感じました。 

今週の水曜が自分の誕生日だったのですが、お誕生日おめでとうという声を多く言ってもらい支え

てもらえていると感じた。 

基本的にスロットくじの場所にいたのだが、選手がいるともう一回やってくれたりいつもより多くの

回数をやってくれたりしているという声をボランティアの方に言われたので、僕たちはそういう役割

もあるのだと感じた。 

 

 

写真提供／FC 琉球 

 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

吉本 武、庵原 篤人、幸喜 祐心 

 

2024 年 6 月 12 日（水）、沖縄県豊見城市・旧海軍司令部壕で、吉本 武 選手、庵原 篤人選手、

幸喜 祐心 選手が、平和学習についてのシャレン！活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題：教育、まちづくり、世代間交流 

 

② 協働者：豊見城市/旧海軍壕施設/沖縄テレビ放送 

      (一財)沖縄観光コンベンションビューロー/FC 琉球 

 

③活動概要や内容、目的 

沖縄という地域は沖縄戦という特別悲惨な戦争体験があり、平和のため、そしてアイデンティティ

の部分でも深く地域に影響を与えている。 

沖縄戦は世代を超えた伝承であり、また今でも基地問題などのまちづくりに関わる問題が残って

いる。 

複雑で答えの難しい内容も多く、また本土出身の選手には初めて聞く事も多いが、地域に根差し

た FC 琉球の選手としては知っておきたい事象である。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人選手 

日本唯一の地上戦である沖縄戦について写真や実際に使われていた武器、壕を見ることで身に

染みて戦争の恐ろしさ感じる事ができました。14 歳の子どもも兵士として戦争に参加していたとい

う話を聞いて、やりたいことや夢があっただろうし、普通であれば学校に通って何気ない日々を過

ごす筈の子供達が戦争に参加させられて命を落としたと考えるととても心が痛みました。 

 

吉本 武 選手 

70 年ほど前とは思えないような出来事を写真や話、また防空壕の中の状況で思わず考えさせら

れてしまった。特に、武器を失ってからの戦いの話などは想像するだけでもぞっとするようなお話

でした。今の自分たちは幸せで平和に暮らせているのだということを認識することができた。 

 

幸喜 祐心 選手 

元々小学校の頃から平和学習で学んでいましたが、豪の中に入る事で改めて戦争の怖さや辛さ

などについて学ぶことができました。今でも壁に残っている手榴弾の跡や、銃弾の跡は本当にす

ごかったし、二度と戦争を起こさず、平和な世界が続いて欲しいなと思いました。 

 



写真提供／FC 琉球 

 

 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

庵原 篤人、吉本 武、幸喜 祐心 

 

 

2024 年 8 月 14 日（水）、那覇市国際通りで、庵原 篤人 選手と吉本 武 選手、幸喜 祐心 選手

が、ポスター貼りのシャレン！活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題：教育、まちづくり、世代間交流、地域交流                                         

 

② 協働者：  サポーター/国際通り各店舗/FC 琉球  

 

③活動概要や内容、目的 

我々FC 琉球と、サポーター、そして那覇市の観光のシンボル国際通りの各店舗にお願いして、

FC 琉球のポスターの掲出を行いました。 

一緒にポスターを掲出する事で、クラブと地域との交流が生まれ、そして様々な年代のサポーター

の方々が協力し合い、新たなコミュニティと協力関係が作られました。 

 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

アポ無しでお店に入ってポスターを貼って頂けないか聞いて回るという経験は初めてだったので

初めはどうやってやるのか良く分からず苦戦しましたが、徐々に慣れてきて上手くお店の方とコミ

ュニケーションが取れて楽しくやれました。これをきっかけに FC 琉球がもっと多くの人に興味を持

ってもらえたら嬉しいです。 

 

吉本 武 選手 

後期ポスターを配りに行ったのだが、前期のポスターを貼ってくれているお店が多く、応援してくれ

ているなと身をもって体験した。頑張ってくださいという声を多くいただいて、より一層頑張ろうと思

えたのと配ったお店に今度お伺いしようと思う。街の人との交流を大事だと思った。 

 

幸喜 祐心 選手 

県内の人たちはみんな温かく受け入れてくれて、たくさんのポスターを貼らせていただきました。

沖縄サッカーを盛り上げるためにもポスター貼りや、挨拶回りなどをもっともっと行って、タピックス

タジアムに足を運んでくれる人達が増えたらいいなと思いました。そして、今回の活動で、コミュニ

ケーションの大事さがわかったので、もっともっと上手にコミュニケーションをとれる人を目指してい

きたいなと思いました。 



 

写真提供／FC 琉球 

 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

庵原 篤人、吉本 武 

 

2024 年 9 月 24 日（火）、普天間交差点/普天間交番前で、庵原 篤人 選手と吉本 武 選手が、プ

ロトソリューションプレゼンツ 交通安全イベントのシャレン！活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題：交通安全、教育、まちづくり、世代間交流、地域交流                                         

 

② 協働者： 普天間警察署/普天間小学校/プロトソリューション/FC 琉球 

 

③活動概要や内容、目的 

我々FC 琉球と、地域を守る普天間警察署、地域で暮らす普天間小学校の子ども達と、地域を盛

り上げるプロトソリューション様とで協力し、交通安全について呼びかけた。 

普天間交番前の交差点にて選手とマスコット、小学生が並び、手を振りながら交通安全を意識し

てもらえる様に標語を添えたノボリに注目してもらった。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

現在スマホを使用しながらの運転によって事故が多く起きていて、今回の活動中にもスマホを使

用しながらの運転をしている人を見かけたのでこの活動によってそういう人がいなくなるといいな

と感じました。自分自身も今回の活動によって車の運転には注意しないといけないと改めて思っ

たので、日頃から気をつけて運転していきたいと思いました。 

 

吉本 武 選手 

この活動だけでは交通事故は無くなるとは思ってはいないが、今回の活動を通じて色んな人に安

全の考え方が広まっていったら嬉しい。 

 

写真提供／FC 琉球 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

幸喜 祐心、吉本 武 

 

2024 年 10 月 12 日（土）、タピック県総ひやごんスタジアムで、幸喜 祐心 選手と吉本 武選手が、

琉球リゾーツプレゼンツ ハダシバのシャレン！活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題： 

教育、まちづくり、世代間交流、地域交流、健康、コミュニティ作り                                         

 

② 協働者： 沖縄市小学校/琉球リゾーツ/FC 琉球 

 

③活動概要や内容、目的 

温泉事業などで人々の健康を支える琉球リゾーツ様と、沖縄市の小学生とともに、天然芝グラウ

ンドの上で裸足での運動教室”はだしば”を行いました。 

子ども達の笑顔、コミュニティ作りやコミュニケーションの場の提供、体作りと地域交流、教育を目

的として、楽しく活動する事ができた。 

 

◎選手のコメント 

幸喜 祐心 選手 

まず、ハダシバとは関係ないのですが、ピッチの綺麗さにとてもびっくりしました。そして、いつも戦

ってるピッチの上で子どもたちと鬼ごっこしたりダルマさんが転んだをして遊ぶのはとても新鮮な感

じがしました。こうゆうイベントでプロサッカー選手になりたい。っていう子ども達が増えてほしいし、

イベントを楽しみながら選手の名前も覚えて試合を楽しんでほしいなと思いました。 

子ども達の笑顔も見れたし、もっと頑張らないといけないなと感じました。 

 

吉本 武 選手 

この活動だけでは交通事故は無くなるとは思ってはいないが、今回の活動を通じて色んな人に安

全の考え方が広まっていったら嬉しい。 

 

 

 

 

 

 

写真提供／FC 琉球 



 



【FC 琉球】2024Ｊリーグ新人研修 シャレン！活動レポート 

庵原 篤人、吉本 武 

 

2024 年 10 月 30 日（水）、南城市玉城総合体育館で、庵原 篤人 選手と吉本 武 選手が、南城市

放課後子ども教室のシャレン！活動を行いました。 

 

① 地域・社会課題：教育、まちづくり、世代間交流、地域交流、健康                                         

 

② 協働者： 南城市役所/玉城小学校/FC 琉球 

 

③活動概要や内容、目的 

放課後に小学校の生徒達とサッカーを通して交流を行いました。 

それぞれの子ども達は親の仕事の都合などで時間の余っている子など、色々な事情もある中で、

普段は工作や文化体験などをして活動しながら、今回はサッカー、FC 琉球を選んでいただいた。 

子ども達の笑顔、教育、心身の健康、模範となる行動、世代間・地域交流を行う事が出来ました。 

 

◎選手のコメント 

庵原 篤人 選手 

小学生との交流は初めてだったけど、子どもたちの方から積極的に来てくれたので楽しかったし、

最後の方には大分仲良くなることができて終わるのが惜しいくらいでした。今回のように普段お世

話になっている地域に貢献できるように積極的に活動していきたいと思いました。 

 

吉本 武 選手 

ドッジボールとボール鬼を行ったが、久しぶりにやって楽しかった。 

やはり、元気な子どももいるが、運動が苦手な子供達もいてボールを触りたがらない子ども達にど

のようにボールを触らすのが難しかった。 

子どもたちにまた来てと言われたのでまた行こうと思う。 

 

 

 

 

 

 

 



写真提供／FC 琉球 

  


